


































産婦の分娩場所は昭和 40 年代に自宅・助産所から,病院・診療所へと移行し,平成元年現在,

病院・診療所分娩は98.7%を占め,助産所・自宅分娩は 1.3%にすぎなくなった。しかし,こ

こ lO 年程前から,ラマーズ法分娩の普及に伴い,助産所での出産を希望する声が徐々に高

まってきている。そこでわれわれは助産所利用者の状況について,主に利用者のニーズ等の

意識面について調査したので,その内容について報告する。 

我々のグループは,地域で活動する助産婦に関し種々検討を行っているが,その一端として,

助産所(院)での助産婦学生の実習の実態及び開業助産婦の助産婦教育に対する要望等につ

いて調査したので報告する。 


